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センターセンター
紹介紹介

そのその3
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発足は
「理科中央研究室」から

科学教育センターの母体となったのは、
1959年（昭和34年）に設立された「理科中央
研究室」です。当時は測定機器の集中整備を主
な目的にしていました。それ以来、理科系の教
員、大学院生、学部生の研究、教育活動を支え
てきました。
その機能を全学的に広げるため、平成9年4

月、「科学機器共同利用センター」が発足しまし
た。「研究の利便性をはかるだけでは認められ
ない」という考えから、科学教育、理科教育の
研究機能を担うというさらなる目的が掲げら
れました。具体的な活動では、科学技術に関す
る施設・設備の有効活用を図ることをめざし
て、本学の教育研究に必要な科学機器の整備
と共同利用に中心的な役割を果たしてきまし
た。また、地元・柏原市等との産学連携や、小中
高校生を対象とする理科実験体験講座などの
地域貢献活動でも多くの実績を残しました。

「科学教育センター」は、学校及び地域での
科学技術教育の改善・充実のための調査、研
究、助言、教材活用の他、高い科学技術教育の

そして、平成19年4月には現在の「科学教育
センター」がスタートしました。その背景には
次のような社会事情があります。
近年、日本の初等・中等教育では、深刻な

“理科離れ”の状況が指摘され、学校現場での
科学技術教育の抜本的な改善・充実と教員の
指導力向上や、幅広い科学リテラシーの普及
が急務となっています。
この“理科離れ”“科学離れ”現象について、
センター長の中田博保教授（物理学）はこう指
摘します。
「学校現場を言う前に、社会全体の“科学離
れ”を感じます」と。例えば、放射能の問題をあ
げます。「社会一般の人々が思っているイメー
ジは、放射能イコール恐怖です。なにかお化け
のように感じているのではないでしょうか。放射
能の実態、正しい理解がないように感じます」
また、超伝導体とヘリウムとの関係について
も、「超伝導装置から熱が出るので冷やすため
にヘリウムガスを使っているようにテレビ番組
で紹介していました。特定の物質が超低温に
冷やされた時に超伝導現象が生じるのです。こ
の例をあげるまでもなく、科学知識の貧困や
誤解は大きな社会問題を生み出しつつありま
す。センターとして、科学知識の理解を少しで
も向上させたい」と力説します。

“理科離れ”
“科学離れ”が背景に

「科学技術教育」の
普及を使命に

指導力育成・向上のための教育・研修プログラ
ムの開発・実施を通じて、地域の教育現場での
科学技術に強い人材育成と科学技術教育の向
上と活性化を図っていくことをめざして活動を
推進しています。
教員養成大学の使命として、「小・中学校教員

の“理系離れ”への対処が当面の課題だ」と強
調します。学校現場で理科の実験ができない先
生が増えているからです。「理系の先生そのも
のが少ないという問題点もありますが、学校現
場の教員の年齢構成にも問題があると思いま
す」と投げかけます。「少子化にともなって生徒
数の急減が進み、学校現場では長い間、教員採
用が少なかった時期がありました。したがって、
最近、採用された教員が勤務する学校現場で
は、先輩から指導が行われず、折角理科室の整
備されている実験器具の使い方が分からない
という現状もあります」と指摘します。
このほか、大学の教育活動で使っている実
験器具が、学校現場に即していないという現
状や、学校現場の多忙化も理科離れに拍車を
かけているといいます。中田センター長

海外理科教育活動支援

科学教育センター
科学技術教育の向上でグローバル人材の育成を
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手をつないで vol.4

男女共同参画推進コラム
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科学教育センターがイベントとして、定期的
に開催しているのが「科学教育シンポジウム」
です。理科や科学離れが叫ばれるなか、学校現
場での理科教育の充実を図るための教員養成
大学の役割などをテーマにした討論会です。6
回目を数えた平成24年度は、3月9日（土）、
「附属学校の新たな活用による科学技術イノ
ベーション人材育成研究プロジェクト報告」を
テーマに大阪市内で開かれ、研究者や学生、教
育関係者など約130人が参加しました。

センターが現在取り組んでいるプロジェクト
は次の3つです。

理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー：
ＣＳＴ）養成拠点構築事業とは、小・中学校教員
の理数教育における指導力向上を目的に大学
と教育委員会が連携して取り組んでいる事業
です。人材養成プログラムの実施と地域の理数
教育の拠点構築・活用などを通じて、“向学心と
リーダーシップ、実験観察の指導に優れた、地
域の中核的な役割を担う小･中学校教員（ＣＳ

平成25年度の所属スタッフは次のとお
りです。
中田博保（センター長、教授）▽安積典子

（専任教員、講師）▽仲矢史雄、川上雅弘
（特任教員、准教授）他、各講座に41人のセ
ンター兼任教員がいます。

恒例となった
「科学教育シンポジウム」

３つのプロジェクトも推進

第6回科学教育シンポジウム CST説明会

❶理数系教員
（コア・サイエンス・ティーチャー）
養成拠点構築事業 これからのイノベーションを担い支える人

材、つまりこれからの現代科学を担って行く科
学者や技術者の育成が今まさに必要とされて
います。本事業では、天王寺地区の附属学校
を拠点に、小学校から高等学校まで一貫して、
イノベーション人材育成に向けたカリキュラ
ムや教材・教授方法の開発とその実証をめざ
し先導的な教育研究に取り組んでいます。

❷科学教育プロジェクト

国内の教育現場に iPad 等タブレット端末
が普及し始めています。大阪教育大学では附
属学校と連携して、理科教育で iPad ならでは
の活用方法を開発しました。つなぐだけでiPad 
をテスターや温度計として使うことができま
す。このプロジェクトの詳細は、科学教育セン
ターのウェブサイトをご覧ください。
▶http://cse.osaka-kyoiku.ac.jp/project/

❸理科実験にiPadを活用する
iTesterプロジェクト

生活行動にみられる性差
人々の生活行動には、性別によって違う傾向がみられることがあり

ます。身近な例として、京都府・大阪府・兵庫県の高校生の大学・短大
への進学を取り上げてみましょう。これら３府県の高校生のうち、どの
くらいの人が、地元府県の大学・短大へ進学していると思いますか。
文部科学省の学校基本調査（2012年）によれば、京都府50％、大
阪府55％、兵庫県46％となっています。３府県で最少の兵庫県でも、
全国的には11番目に地元への進学率の多い県です。そのため、いず
れも、相対的に地元指向の強い地域だといえるでしょう。

でも、男女別に調べてみると、やや、違った傾向がみえてきます。大
阪府では男子59％・女子49％と、男子の数値が高くなっています。一
方、京都府では男子44％・女子57％、兵庫県にいたっては男子37％・
女子は57％と、相対的に女子の数値が圧倒的に高くなっています。全
国的には女子の数値がやや高い都道府県が多い中で、大阪府は逆
の傾向を示していますし、兵庫県と京都府は、性別による数値の差が
かなり大きくなっています。
なぜ、性別によって、このような違いが生じるのでしょうか。その背景
は、様々に考えられると思います。場合によっては、男女共同参画社会
とは相容れないことが、かかわっているのかもしれません。ただ、まず大
切なのは、日常生活において、性別による違いが生じる場面が少なく
ないことに気づき、そのことを問い直してみることではないでしょうか。
　 男女共同参画推進会議

企画専門部会委員 山近　博義（社会科教育講座 教授）

Ｔ）”を養成します。
 平成23年度より、大阪教育大学と大阪府教

育委員会を中心に、大阪市、堺市、高槻市、東大
阪市などの各教育委員会や関係機関と連携し
て、実践力と指導力のあるＣＳＴの養成に取り組
んでいます。
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大学祭（神霜祭）で決選投票

「たまごどり」制作者、
秋月氏

「やまお」制作者、
奥田氏（似顔絵）

「わたしたちの大学にも魅力的なキャラクターが欲しい」。
本学学生たちのこの純粋な願いが、本学の公式キャラク
ターを生み出すエネルギーとなりました。「やまお」と「たまご
どり」の2体です。この夏、デビューします。
「他の大学には様々な公式キャラクターがいて、そのキャ
ラクターがデザインされた素敵な大学グッズなどもよく見
かける。でも、大阪教育大学にはわたしたちが親しみの持て
る象徴がない」。それなら「わたしたちの手での“素敵”だと
思えるキャラクターを作ろう」と、学生の間から声が上がり、
本学の公式キャラクターはこうした願いが実現し生み出さ
れました。
全学への呼びかけからデビューまでをディレクションした

のは、本学教養学科芸術専攻で美術を専門に学ぶ学生6人
でした。平成24年度学生チャレンジプロジェクト「大教キャラ
クター策定プロジェクト」のメンバーです。
プロジェクトとして採択されたのが昨年6月、すぐに作品の

学内公募を開始。7月13日の中間発表を経て同28日、募集
を締め切りました。実に69体もの案が寄せられました。「工夫
を凝らした個性豊かな作品が数多く寄せられました。どれも
大阪教育大学を思いやって考えられた良作ばかりで、審査は
大変難しかったです」とプロジェクトのメンバーは振り返りま
す。「何度も審議を重ね、総合的に大阪教育大学にふさわし
いと考えられる2体を選考しました」。絞られた2体は、webサ
イトや大学祭等で11月に、どちらが大阪教育大学にふさわし
いのかの決選投票を行いました。集計の結果、「やまお」358
票、「たまごどり」231票で、「やまお」の勝利となりました。

その報告を受け、大学では、「やま
お」をメーンに位置づけるものの「た
まごどり」も個性豊かで甲乙つけが
たいと判断。2体とも公式キャラク
ターとして採用することとしました。
そのことを踏まえ、大学の広報戦略
室では、公式キャラクターの広報展
開について、総務企画課にグランドデザインを描くように指
示しました。

それを受け総務企画課では、現在
「デザインガイドライン」の策定や、着
ぐるみをはじめ様々なグッズの作成
などに取りかかっています。
ところで、「やまお」の制作者は奥

田澪氏、「たまごどり」は秋月勇人氏
です。2人とも芸術専攻美術コースの
学生でした。（今春卒業）。

応募された両作品を、より洗練されたビジュアルなものに
仕上げたのがプロジェクトのメンバーたちです。「公式キャラ
クターが策定されたことで、大阪教育大学がわたしたち在学
生だけでなく、幅広い年齢層の方々にも、より親しまれる存
在になってほしい」と期待します。
本学は学生の意向を受け、このキャラクターによる広報展

開として（１）大学が発行する様々なパンフレットへ掲載（２）
Ｗｅｂサイトで紹介ページを制作するとともに、デザインのア
クセントに使用する（３）グッズ販売や配布（４）着ぐるみの作
成、大学内外のイベントでキャンペーンマスコットとして出演
―などを計画しています。
キャラクターが広報活動に加わることで、親しみのある情報

発信の担い手となることが期待されます。キャラクターが多く
の方に愛される存在となるよう、共に育てていきましょう。
総務企画課では、両キャラクターの「デザインガイドライ

ン」を策定中で、近く配布する予定です。11月神霜祭には
大々的にパフォーマンスを行う予定です。

親しみのある情報発信の担い手に

本学公式キャラクターがデビュー

た
ま
ご
ど
り

と
や
ま
お

TENYU 264



「みちのく photo caravan」写真展
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　学生の自主的なチャレンジ活動に対して、大学が支援する「平成25年度 学生チャレンジプロ
ジェクト」の企画が6月5日（水）、決定され、始動しました。
　5月29日に実施された、９つの学生グループの代表者によるプロジェクトのプレゼンテーション
が実施され、学生支援実施委員会が審査した結果、決まったものです。
　8回目となる今回も、東日本大震災支援のチャリティコンサートや被災地写真の展示と減災ワー
クショップの実施、障害者支援、ダンス、アートなど意欲的で多彩な企画が盛り込まれています。
　概要は次のとおりです

学習指導要領の保健体育科で必修化された「ダンス」の
目的と、それを達成するための手段を考える。具体的な取
り組みとして「ダンスを通して仲間とコミュニケーションを
豊かにする」ことを実践的に舞台上の作品で示す。

本学の学生が教員として学校現場に出たときの、ダンス
指導の新たな指針となる作品、舞台となる。

東日本大震災の被災地を写した写真展を開く。併せて、南
海トラフ大地震に備えて「減災チェックリスト」を配布する。

本学の学生及び教職員が改めて被災地の現状を知る。
南海トラフ大地震発生の際に適切な行動を取れるよう
になる。

Dannce and Arts Communication

みちのくphoto caravan

山倉のどか（教員養成課程数学専攻小学校コース3回生）

障がい学生の修学を支援するため、授業中にパソコンテ
イクやノートテイク、手話を用いて情報提供を行っている
が、これまで判明している問題点を解決するため、障がい
学生の修学や教育実習等を遠隔で支援することを目標
に、支援方法の研究・達成を目的に取り組む。

りもさぽproject!（Remote Supporting Project）
～遠くから見守り隊～

西山寛弥（大学院教育学研究科特別支援教育専攻1回生）

誰もが使用するトイレを学生が装飾することで、芸術活動
がいかなる場所でも実現可能であることを示し、それに
よって、日常と芸術の接点を見出すきっかけを模索する。

日常と芸術の接点を考えるきっかけとなるとともに、使用
者の美意識、利用マナーの向上がはかられる。

WCアートプロジェクト

市橋百萌（教養学科芸術専攻美術コース3回生）

本学に通う障がいのある学生を支援し、充実した学生生
活が進められるよう「環境」と「交友」の2つの側面から企
画を立案し、実行する。具体的には「バリアフリーマップ」
の作成に取り組む。また、「インクルーシブな場を提供す
る」一環として交流イベント「しゃべり場」（10月～1月、毎
月開催）を実施する。

バリアフリーマップの作成過程で、学内の環境を把握し、
学内で障がいのある学生のサポートが適切に進められる
ようになる。

みんなのChat&Map

寺田奨吾（教員養成課程英語教育専攻中学校コース3回生）

チャリティーコンサートを催し、義捐金を集め、被災地の小
学校に寄付することで被災地の子どもの教育を支援する。

被災地の教育環境の改善に役立てることができるととも
に、柏原市の地域の人に被災地の子どもの現状を伝える
ことで、多くの人に被災地の子どもの教育について考える
機会を作ることができる。

「届けよう!! みんなのこえ!!」
～東日本大震災 復興コンサート～

卜部友真（大学院教育学研究科音楽教育専攻1回生）

オープンキャンパスや学園祭での科学館活動や、移動式
科学館で小・中・高校を訪問する機会を通して、直接本学
のアピールをする。子どもたちの質問にもその場で答え
られるので、本学の魅力をより正確に伝えられ、イメージ
アップにつながる。

子どもたちの自然科学に対する関心・意欲の増進ととも
に、学生自身の理科に対する意識改善・指導力向上がは
かれる。

みんなの手作り科学館
～大教生 教師力向上project!!～第２章

山白陽久（教員養成課程理科教育専攻小学校コース3回生）
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松井由里香（大学院教育学研究科特別支援教育専攻1回生）

第二部の特徴や、良い点を学生目線からオープンキャン
パス等でアピールすることで、第一部の学生・受験生に二
部の独自の特性・利点を知ってもらう。

二部のイメージ向上、大学間の連携の強化がはかれる。

第二部紹介プロジェクト～2013～

丸井希恵（小学校教員養成5年課程4回生）

「学生チャレンジプロジェクト」が始動
東日本大震災支援など意欲的で多彩な企画

座席・机上の圧迫を軽減できる、すみやかに話し合いに参
加できるなど双方の学生の負担が軽減される。

期待される
成果

S T U D E N T S N O W !
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大学院 芸術文化専攻 2回生　有馬 圭亮さん

　今年2月、「新進演奏家育成プロジェクト 
オーケストラ・シリーズ」（文化庁、日本演奏連
盟など共催）の第10回大阪公演で、日本セン
チュリー交響楽団とピアノ演奏で協演しまし
た。昨年秋にオーケストラと協演できるオー
ディションに合格し、今回、晴れの舞台に立つこ
とができました。オーケストラと協演できる力
量のある有望な新進演奏家として認められた
のです。演奏曲はラヴェル『左手のためのピア
ノ協奏曲』。
　有馬さんは2010年9月に、局所性ジストニ
ア発症により右手のコントロールを失いまし
た。幼い頃から両手で演奏するものという固定
観念があったので、過酷な現実が受け入れら
れず、「一時は暗闇の中をさまよいました」。懸
命のリハビリに取り組みましたが完治に至ら
ず、左手で弾くピアニストとして歩む覚悟を決
めたといいます。「研究したところ、片手で弾く
ために作られたピアノ曲がたくさんあるという
ことを知り、救われました。歴史に埋もれてし
まった曲を発掘し、その価値を研究することを
テーマにしています。約3,000曲以上も作品

があり、それを書き上げた作曲家は700人に
ものぼります」
　現在、左手のための音楽の普及活動を進め
る「左手のアーカイブ」プロジェクトに所属。片
手のための初級用楽譜「日本の唱歌シリー
ズ」を監修・出版するなど、ハンデキャップを
もつ子どもや音楽愛好家のための活動も精
力的に取り組んでいます。
　「音楽の歴史を調べて分かったことは片手
のプレーヤーは少ないということです」。戦争
で負傷したピアノ演奏家が作曲者に依頼して
楽譜を制作するというパターンが多かったと
いいます。楽譜が残っていても上級者用がほ
とんどだといいます。「どんなに優れたプレー
ヤーでも、亡くなってしまうとそれで立ち消え
になってしまいます。それを収集し、整理して
いく作業です。さらに、障がいを受けている子
どもや初心者がピアノを弾けるように初心者
用の楽譜と演奏方法を教材として体系化する
ことです。『片手で音楽ができる』これを必要
とする人の希望になれると嬉しい」
　とはいえ、周りの助けがないとそれらの活

動は進みません。「わたしを指導し、励ましてく
れました本学の先生方、また、「左手のアーカ
イブ」プロジェクト代表の智内威雄先生には
様々なご配慮、ご指導をいただいています。多
くの人に支えられて、今のわたしの研究を取り
組むことができているということを強く感じて
います」。そのうえで「もちろん、今後もピアニ
ストとしての活動も広げていきたい」と意欲的
です。
　指導教員の志賀美津夫教授は、「この病を克
服して再びステージに立った世界的ピアニス
トもいるので、それを信じて当面の研究課題に
取り組んでいってほしいと思います」とエール
を送ります。

左手のピアニストとして歩む

S T U D E N T S N O W !
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「光や電気に応える機能性有機化合物に
ついて～教育学部における研究と学生の進
路について～」
先日、このテーマで附属高等学校平野校
舎の高校生たちに話をしました。「機能性有
機化合物（材料）は、光や電気などの刺激に
対して、素晴らしい機能を発揮してくれます。
たいていの有機物質は光と仲良くできないの
ですが、仲良くできる有機物質を見つけ出し、
設計・合成し、その性質を化学的に明らかに
するのが研究テーマです」
「物質と色の話」「光と電気（ホール輸送）に
応えるカルバゾール発色団」「光と仲がよい
フォトクロミック分子」など、谷教授が研究して
いる高機能性有機化合物の研究成果は産業
界からも注目を集めています。「有機ＥＬ材料や
太陽電池、メモリー材料への応用などで、企業
から共同研究のオファーがきており、進めてい
ます。さらに研究内容を学問的に解明するた

めに大学の研究者とも幅広く連携しています」
「化学」との出会いは、中学生時代の「フェ
ノールフタレイン溶液」の実験を体験したこと
だといいます。「アルカリ性における赤紫色へ
の変化をきれいだと感じました。化学の実
験って面白いと感動したものです」。リトマス
試験紙の実験、水の水素と酸素への分解な
ど、高校に進んでも、化学実験の面白さに熱
中するようになったといいます。高校時代の
先生から受けた進路指導のアドバイスで研究
者の道を意識したと振り返ります。
谷教授はまた、高校生に対する話の中で、
化学を志すなら実験重視でなければならない
ことを、自らの体験を通して強調しました。「な
ぜ？どうして？の疑問や興味・関心、好奇心を
もつことがまず大切です。それを調べるために
どのような実験をすればいいのか、頭の中で
いろいろ考えます。その後、実験を開始し、そ
の結果を素直に受け入れます」と説きました。
研究とともに重視しているのが学生の教育
指導です。一般教養では、サイエンス全般にわ
たって興味・関心を持ち続け、化学を楽しんで
もらえるよう働き掛けています。「サイエンスは
世の中の経済や社会生活と無縁のように思
われがちですが、そうではありません。われわ
れの社会生活と密接な関係があるのです」
最近では、放射能や環境問題がクローズ

実験を重視し、サイエンスの道に
アップされていますが、「一般の人にとって複雑
で専門的な分野だからといって、マスメディア
で科学者が並べる言葉を鵜呑みにするのはい
けません。科学的な考え方を具体的に説明す
ることが、わたしたちの使命だと思っています」
自然研究講座では、理科の教員免許を取

ろうとする学生のために化学分野の基礎を
しっかり身につけさせる教育指導に力を入れ
ています。そして、大学院修士課程ではもちろ
ん、実験も含めて専門性を磨く指導を行って
います。「彼らのやる気、意欲を高め、サイエン
スの道に踏み出そうとする後進を育てるのが
わたしの仕事です」と強調します。
また、学生に共通して身につけてほしい資
質がプレゼンテーション力だといいます。日本
語での発表はもとより、アメリカ・シカゴ大学
で博士研究員として働いたときに英語の必要
性を痛感したといいます。「サイエンスに携わ
る研究者にとって、論文として発表する内容
は英語がほとんど。国際会議では、当然のこ
とながら英語です」。それに対応するため、修
士課程の学生には国際会議に同行出席さ
せ、必ず1回以上は英語で研究発表させると
いいます。「必死で英語もがんばりなさいと、日
ごろからはっぱをかけています。実験はもちろ
んのこと、やはり学生にはいろいろなことを勉
強をしてほしいからです」

教養学科自然研究講座（化学系）

教 授

谷 敬太

ラ ボ 訪 問
025File.
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岡山天体観測所

8

夢は叶えるもの、

人との縁を大切に

「天文をやりたかったので大阪教育大学を選
んだのです。国立で宇宙のことをしっかり学ぶ
ことができるのはこの大学しかないと」ときっ
ぱり。「東京生まれ東京育ちのわたしが、大阪に
向かいました。全く知らない土地であり、両親
はさぞかし心配で寂しい思いをしていただろう
とは、今になって思いますが」といたずらっぽく
笑います。

自然研究専攻物質科学コースでは、宇宙科
学研究室に入りました。新設された51cm反射
望遠鏡、そして岡山観測所に通い「思う存分、
観測に浸りました」。大学院修了後、1998年か
ら岡山天文博物館館長に迎えられ、「天文」を
仕事にする夢を叶えました。
『星の王子様』『銀河鉄道999』などを読んで
宇宙に憧れを抱いていた少女は、小学生の時
に見たプラネタリウムに感激。初めての日食体
験などを経て、星空への興味がますます募りま

した。「宇宙の本を読みあさりました。宇宙飛行
士への夢も密かに抱くようになりました」と振
り返ります。
中学生の頃、信州白馬村の合宿で見た満天
の星空と流れ星に感動。話題となったハレー彗
星の観測なども体験しました。高校時代は天文
から離れ、得意科目は国語だったといいます。
「わたしは文系なのかなと思っていました。3年
生の進路選択の時期になって、自分が一番や
りたいことって何だろうと考えるようになりま
した。迷った末、やはり宇宙は面白い。進むべき
は宇宙を専門的に学ぶことができる大学進学
だと決めました」
大阪教育大学に入学し、無事「宇宙科学研究

室」へ。引き続き、大学院に進学し、定金晃三教
授（現・名誉教授）らの指導のもと、観測、理論、
天文の歴史など専門をみっちり学びました。大
学院修了が迫り就職を考える頃になって、研究
者ではなく天文教育、普及の道に進もうと決め
ました。「当時は、ほとんど就職先がなく、考え
た末、全国の科学館に手紙を書きました。でも、
正式採用のオファーは全くありませんでした」
諦めかけた頃、研究活動で岡山天体物理観

測所をたびたび訪れていたことから、岡山天文
博物館から突然、「専門的知識を有した館長を
募集しています」という連絡がきました。「わた
しに館長が務まるのかという不安がいっぱいで

したが、これも何かの巡り合わせ。折角の申し
出なので受け入れることにしました。決断まで1
週間しか猶予がなかったので、悩む時間がほと
んどなかったのが逆に良かったみたいです」
館長としての仕事は、「小さい博物館なの

で、プラネタリウム、太陽望遠鏡や展示の解説
や講演など学芸員の役割から、マスコミ対応、
職場の雰囲気づくりです。常に決断をしていく
必要があります。忙しいですが、人とかかわり
ながらの仕事なので、毎日が楽しいです」
「夢は叶えるもの。やりたいな、できたらいい
なと思うことは、まずやってください。積極的
に、楽観的に。一番やりたいことは何だろうと、
ときどき自分と対話することも大切です」。自
らの経験から「とにかくいろいろな人と縁を結
んで幅広く情報を得ておくことが、後になって
必ず生かされます」と後輩へのメッセージを送
ります。自由な時間ができたら、「旅に出かけま
す」。エジプトや中南米の遺跡を見学すると、
「古代の天文施設跡に興味がいきますね」

教養学科自然研究専攻物質科学コース1996年3月卒業
大学院総合基礎科学専攻自然研究コース
（宇宙科学研究室）1998年修了

岡山天文博物館館長

粟野  諭美さん

卒業生CATCH! AWANO YUMI

本学のキャリアデザインの授業で
卒業生として講演（今年6月）
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部活のようす

9

ペプチドの

化学合成を研究

「やりたいことは何でもやってみたらいいと、
日常的に与えられたテーマで合成研究を思い
切りさせていただいています」
研究員となって2年目。仕事では失敗や壁に

ぶつかることも多々あります。その都度に解決
策を考え、上司や同僚からアドバイスをもらい
ます。１つ１つ壁を乗り越えることで日々成長を
実感できているといいます。

理科・科学への関心は小さい頃の昆虫への
興味から始まり、いつしかその生命の不思議に
虜（とりこ）となりました。そこで生命がもつ独
自の生理活性物質について知識を深め、その
先の扉を開くと、そこには有機化学という大き
な世界が広がっていたとのことです。
「自然研究講座では、有機物質科学研究室に

所属し、有機化学の基礎を学びましました」。大
学卒業後、さらに学びたいと思い大阪市立大
学大学院理学研究科に進みました。 
「大学院での主な研究テーマは、昆虫を主体
とした毒成分の探索でした」。研究を進める中、
そこには重要な物質としてペプチドが含まれ
ていることがわかりました。そこでペプチドに
関心が向いたといいます。
ペプチドは、生物で多彩な生理機能を発揮

し、生命の恒常性を維持する基本的な物質で
す。今日安全性と特異性の高いペプチドを基
本とした創薬はドラッグデリバリーシステムの
進歩とともにますます重要視されています。
「化学合成された高純度なペプチドは、ガンワ
クチンや骨粗しょう症、糖尿病などの特効薬と
してニーズが高まっており、やりがいのある仕
事だと思っています」と目を輝かせます。
同社はアミノ酸・ペプチド・糖に関する研究

を中心として、広く生命科学（バイオテクノロ
ジー）の発展に寄与し、それを通じて人間社会
の発展に貢献することを目的としています。
「世界のペプチド科学研究をリードする、オン
リーワンをめざす企業に身を置く幸せと責任
を強く感じています」
大教時代は、中学校から熱中してきたバドミ

ントン部で活動。「スポーツ以外にもいろいろ
なサークルに頭をつっこんでいました。天体観

測のサークルに入り、夜通し星座の観測をした
こともあります。関心をもったらとりあえず行
動するというのがわたしのスタイルでした」
現在でも自然や生き物と戯れるのが大好き

だといいます。「身の回りの自然には、未知なこ
とがまだたくさんあるはず。その不思議に心を
寄せていきたいです」
職場ではアクティブな同僚が多く、仕事の合
間に得意のバドミントンや釣りで仲間の輪を広
げているといいます。
後輩には、「大教生であることに誇りを持っ

て、自分の道をしっかりと歩んでほしい。行動
あるのみ」とエールを送ります。最後に「これま
で熱心にご指導していただいた先生方、また
温かく見守ってくれた家族に心から感謝の気
持ちを伝えたいです」と感謝します。

教養学科自然研究専攻2010年3月卒業

株式会社ペプチド研究所 
製造部 合成室 研究員（彩都研究所）

河上　紘子さん

卒業生CATCH! KAWAKAMI HIROKO
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卒業生CATCH! ISODA KIICHI
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広報スタッフが和泉高校を訪れた5月30日
（木）は、ＬＬ教室（Language Laboratory = 言
語実習室）でＡＬＴ（外国語指導助手）とのＴＴ
（チーム・ティーチング）授業がありました。実践
的な英語力を問うTOEFL（トーフル）の設問を
素材に、生徒にチャレンジしてもらう学習です。
普通科3年生による少人数指導（10人前後）

です。外国人のＡＬＴによる英語発問が中心で
したが、流れのポイントでは磯田教諭が日本語
も交えて解説していました。授業の終わった
後、留学にとって有利なTOEFLに関する質問
が生徒からたくさん出され、磯田教諭は丁寧
に応えていました。「TOEFLに出題される文章
や単語は、生徒には少し難しいようです。論理
的に考える力も問われるからです」
「生徒の“分かった”と“定着”というのは違う
ということを忘れないようにしています。しっか
りと身につけさせる指導のあり方を日々模索
しています」と力説します。
　和泉高校は「国際感覚豊かな生徒」の育成
をめざして、英語教育に力を入れています。磯
田教諭は、2010年度から2年間常勤講師を務
めたあと、2012年度から教諭として採用され
ました。英語科ともに、今年度から新設の「グ
ローバル科」の運営を担当しています。ツール
である英語を駆使し、論理的に思考し、話すこ
とのできる生徒の育成をめざして、学内で様々

な学習環境の整備を進めています。
「親しい友達や教員が、外国人と英語で話し
ている場面を見て、格好いいと感じる。それが
憧れとなり、自分も英語を流暢に話せるように
なりたいと、モチベーションが上がってくれれ
ばと思います」。校内の留学説明会などでは、
英語がうまくなるために留学をしたいという積
極的な生徒が着実に増えているといいます。
磯田教諭と、英語との出会いは小学校5年
生のとき。学習塾で英語のアルファベットを覚
えることから始まりました。「小、中、高校といい
先生に恵まれました。教員という職業に興味を
もったことと、英語をもっと勉強し、話せるよう
になりたかったのです」と、本学入学の動機を
話します。
その言葉どおり、3回生の時にオーストラリア

交換留学（11か月）を体験。4回生ではブリ
ティッシュ・カウンシル（日本語指導助手英国派
遣プログラム）で８か月イギリスに滞在しました。
柏原キャンパスでも、機会を捉えては海外か

らの留学生と積極的に交流しました。「特に同
級生のインドの留学生と仲良くなり、一緒に
パーティーをするなど、刺激をたくさんもらい
ました」
　後輩の大教生には、「在学中に、これだったら
人に負けないという強み、自分のウリを磨いて
ほしい」。自身、英語と言語学に対する傾倒はか

なりのものだったといいます。サッカーが好き
で、オーストラリア滞在中は、学生のチームに入
り、スポーツを通じて多くの外国人の友人を作っ
たといいます。現在は、仕事の合間には友達と
フットサルで気分転換をしているといいます。

英語で論理的に話せる

生徒の育成をめざして

教養学科文化研究専攻
欧米言語文化コース・英語圏2010年3月卒業

大阪府立和泉高等学校英語科教諭

磯田　喜一さん
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□次号以降、毎号『天遊』を送付希望します。
□今後『天遊』の送付を停止します。どちらかに□をしてください

附属学校園ウォッチ

「学校安全の日」附属池田小学校行事
「祈りと誓いの集い」及び大学の事業を実施

本読みのススメ

　大阪教育大学附属池田小学校事件から12年目を迎えた6月8日
(土)、「学校安全の日」の行事として、附属池田小学校では午前10時
12分から「祈りと誓いの集い」があり、児童、保護者、教職員など約
1400人が出席しました。児童らは、亡くなった児童に黙とうを捧げる
とともに、安全で安心な学校づくりを誓い、同校で起こった事件につい
て改めて心に刻みました。
　事件から12年目を迎えるなかで、本年度も、平成18年6月8日から
取り組んできた「附属池田小学校事件を語り伝えていくための事業」
を継続し、教職員と学生が一体となって、全学規模で附属池田小学校
事件を振り返り、学校安全への決意を新たにしました。
　佐々木靖校長は「集い」の中で、これまでに行われた「集い」で当時
の子どもたちに向かって命の尊さを語りかけた遺族の方々の言葉を
引用して振り返り、「それらご貴重な言葉が、今、そして未来に、この附
属池田小学校に在籍するすべての児童と保護者に引き継がれていく

毎年６月初旬、長野県松本市の上高地では「上高地を“再発見”
したウォルター・ウェストン（Walter Weston）」を記念して、「上高
地ウェストン祭」が催されています。
ウェストンは、英国人宣教師で登山家でもあり、1905年白馬岳登
山時撮影した写真が日本の山として初めて英国山岳会誌に掲載さ
れたと言われています。
その同じ北アルプス山麓の白馬村に、学生の課外活動及び健康
増進を図ることを目的とした本学宿泊施設「遠見山の家」がありま
す。大自然に囲まれ、夏は白馬岳への登山口として利用され、冬は白
馬五竜スキー場も近く、春や秋のレクリェーションにも最適の場所で
す。山の家は一度に４０人程度が宿泊できますので、クラスやサーク
ル等でも利用されています。
今回は山にちなんで、新田次郎の「孤高の人」を紹介します。本書

では、当時複数の同行者が協力しパーティーを作って登るのが当然
とされる山岳界の常識を覆し、単独行によって数々の登攀記録を残
した兵庫県出身の社会人登山家 加藤文太郎（1905～1936年）を
取り上げています。超人的な健脚の持ち主で、歩き方がウェストンの
山案内人として知られる上條嘉門次氏（上高地にある「嘉門次小
屋」４代目当主はそのひ孫）に似ており、「韋駄天」とも呼ばれた彼の
壮絶な生涯を描いています。
著者は、気象庁測器課長当時、富士山気象レーダー建設責任者

として建設を成功させるなど山に対する造詣も深く、緻密な文体と
相まって、まるで眼前にあるかのように描きだされた山々の雄大さ、
登山者の山行描写も臨場感にあふれ、読者をぐいぐいと引き込んで
ゆきます。本書の他「銀嶺の人」「栄光の岩壁」の山岳三部作や、本
人が本当は好きだったと言われる歴史小説「武田信玄」（ＮＨＫ大河
ドラマでも放送されました）も必読です。

ことを願っています」と訴えました。そのうえで、「これからも、附属池
田小学校は、みなさんのあの日の悲しい思いを忘れることなく、語り
伝え、学校が安全で安心できる場所であるよう努力を続けていきま
す」と、事件で亡くなられた8人の児童に誓いました。
　なお、「集い」に先だつ午前9時10分からは、附属池田小学校体育館
で「講話」が実施されました。事件の当日、附属池田小学校に勤務して
いた佐々木校長が児童や保護者に向けて、事件を通して得た思いや
願いを伝えました。

（事務局長：若井祐次）

山 の 家

天遊vol.26アンケート

●本号でよかった記事を下から選んでください。
（3つまで。その他は具体的にお書きください。）
【　　 　  】【　　 　  】【　　 　  】
（その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）
①センター紹介
③公式キャラクターデビュー
⑤ラボ訪問
⑦附属学校園ウォッチ
⑨TOPICS

②手をつないで
④STUDENTS NOW!
⑥卒業生CATCH!
⑧本読みのススメ

●取り上げてほしい記事がありましたらお書きください。

●本誌をどこで手にされましたか。
（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）
●本誌をお読みになってのご意見・ご感想などをお聞かせください。

●次号以降、毎号『天遊』の送付を希望される方は記載をお願いします。
（一度、送付希望ハガキをいただきました方は、再度お申し込みは不要です。）

※お預かりした個人情報は広報誌「天遊」の送付以外には使用致しません。

第５話



郵便はがき

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成26年
1月31日まで

切手不要

大阪教育大学管理部 

柏原局
承　認

（受取人）

※該当する番号を○で囲んでください

あなたのご所属を教えてください

①本学学生
④本学教職員
⑦附属学校卒業生
⑩教育委員会関係者
⑬その他（                          ）

②本学卒業生
⑤附属学校生
⑧附属学校教職員
⑪他大学教職員

③本学保護者
⑥附属学校保護者
⑨名誉教授
⑫他大学学生
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N
H
K・E
テ
レ「
バ
リ
バ
ラ
」公
開
収
録
を
6
月
15
日

（
土
）、柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
音
楽
棟・リ
ハ
ー
サ
ル
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、1
部
と
2
部
で
延
べ
1
0
8
人
の
学
生
が
参
加

し
、「
障
害
者
と
笑
い
」を
テ
ー
マ
に
、自
分
の
障
害
を
ネ
タ

に
落
語
や
漫
才
、ギ
ャ
グ
を
行
っ
て
注
目
を
集
め
て
い
る
芸

人
た
ち
と
、教
員
を

め
ざ
す
本
学
の
学
生

が
熱
い
討
論
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

 

放
映
は
、1
本
目
が

6
月
28
日（
金
）、2

本
目
が
7
月
5
日

（
金
）に
行
わ
れ
、「
大

阪
教
育
大
学
」の
存

在
が
全
国
に
PR
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
1
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
本
学
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
2
0
1
3
年
春

季
公
式
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
、4

月
27
日
桃
山
学
院
大

学
戦
23
：
21
、5
月
12

日
京
都
大
学
戦
9
：

20
、近
畿
大
学
戦
17
：

31
、京
都
産
業
大
学

戦
21
：
7
で
、2
勝
2

敗
の
成
績
で
し
た
。た

だ
、同
じ
1
部
リ
ー
グ

の
京
大
、近
大
の
壁
を

打
ち
破
る
こ
と
は
で

き
ず
、今
後
の
戦
い
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
9
月
の
秋
季
リ
ー
グ
に
は
、1
部
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
の
関
西

学
院
大
学
と
の
対
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
は
京
大
戦
、イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
か
ら
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
の

シ
ー
ン
で
す
）

　　「
教
員
養
成
高
度
化
拠
点・都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
」オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
6
月
22
日（
土
）、天
王
寺
キ
ャ
ン
パ

ス
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　
西
館
を
大
改
装
し
、京
都
教
育
大
学・奈
良
教
育
大
学
と

の
京
阪
奈
三
教
育
大
学
連
携
事
業
及
び
近
畿
大
学
と
平
成

27
年
4
月
に
設
置
予
定
の
連
合
教
職
大
学
院
の「
教
員
養

成
高
度
化
拠
点
」、さ
ら
に
は
教
員
免
許
講
習
実
施
会
場
等

を
見
据
え
た「
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
も
の
で
す
。

　
西
館
に
は
、新
た
に
電
動
収
納

式
の
可
動
椅
子
を
装
備
し
た

2
0
0
人
収
容
の
劇
場
型
ホ
ー

ル
を
は
じ
め
模
擬
授
業
室
や
レ
ン

タ
ル
ラ
ボ
等
が
設
置
さ
れ
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
新
設
し
ま
し
た
。
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キ
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オ
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ニ
ン
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セ
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2
勝
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敗
で
春
季
公
式
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終
わ
る

本
学
ア
メ
フ
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ト
部
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　「天遊」は、荘子の言葉から引用された
もので、人間の心の中に自然に備わってい
る余裕をあらわしています。キャンパス統
合移転の記念に旧師範学校以来の同窓
会3団体から寄贈された記念碑に銘文とし
て刻まれています。記念碑の揮毫は、水嶋
昌（山耀）本学名誉教授によるものです。

　今後の誌面づくりに皆様のご意見を積極的に
取り入れていきたいと考えています。ご感想やご
意見、大阪教育大学についてお知りになりたいこ
となどを、はがきまたはwebアンケートでお聞か
せください。

本誌にご意見をお寄せください。 天遊vol.26
webアンケート

「天遊」とは

公式facebookページを開設しました
速報ニュースや公式ウェブサイトに掲載している情報を中心に，本
学を身近に感じてもらえる記事，写真や動画などを配信していま
す。是非，「いいね」をクリックしてください。

https://www.facebook.com/OsakaKyoikuUniv

写真提供：NHK


